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会議（African National Congress: ANC）の活動に関わるようになった。ANCは南アフリカの














局 1990年、当時の F. W. デクラーク（Frederik Willem de Klerk）大統領はマンデラの無条件
釈放に応じ、ANC の非合法化措置も解除した。1991 年からの「民主南アフリカ会議












































という（Victor Sulla and Precious Zikhali, Overcoming Poverty and Inequality in South Africa : An 




































いていこう」――マンデラが 1994 年 5 月に行なった大統領就任演説の有名な一節である。
それから四半世紀近くが経過した南アフリカは、決してマンデラの理想の「虹の国」にはな
っていない。それでも、筆者は南アフリカに絶望してはいない。それは、アパルトヘイトと
いう「人類に対する犯罪」の苦い経験を経て、平等や自由、人権といった理念や価値観が南
アフリカ社会で広く共有されているように思われるからである。それらの理念や価値観を
体現するのがマンデラであり、マンデラは人種や支持政党の違いを越えて、南アフリカの人
びとから広く敬愛されている。 
マンデラ生誕 100年となる今年、様々な記念行事を通じて、南アフリカの人びとはマンデ
ラが抱いていた理想のビジョンをあらためて想起することとなった。ここまで再三述べて
きたように、マンデラのビジョンと南アフリカの現実との間には眩暈を覚えるほどの落差
がある。しかし、理念が現実を動かしうると証明したのもマンデラその人であったことを忘
れないようにしよう。2013 年、マンデラの葬儀でオバマがこう語ったように――「マンデ
ラは私たちに、行動の力だけでなく、理念の力をも教えてくれました。」 
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